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新しい国民健康保険制度のしくみ 

埼玉県

八潮市

国民健康保険加入者 

国民健康保険
事業費納付金
の支払い 

保険給付費等
交付金の交付 

 

保険税の賦課 保険税の
納付

 

医療機関など
医療費などの支払い

高額療養費
などの給付

 新たなしくみ

る
制
度
で
す
。

　
県
内
で
の
転
居
に
限
り
、
世
帯

の
継
続
性
が
保
た
れ
て
い
れ
ば
、

前
住
所
地
の
高
額
療
養
費
の
該
当

回
数
が
引
き
継
が
れ
ま
す
。

加
入
・
給
付
な
ど
の

 

手
続
き
に
つ
い
て

　
国
民
健
康
保
険
の
加
入
や
保
険

給
付
な
ど
の
手
続
き
は
、
こ
れ
ま

で
と
変
わ
ら
ず
国
保
年
金
課
の
窓

口
で
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

医
療
費
な
ど
を
推
計
し
、
保
険
税

率
な
ど
を
定
め
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
度
か
ら
、
県
が
示
す

「
標
準
保
険
税
率
」
な
ど
を
参
考

に
、
市
町
村
ご
と
に
保
険
税
率
を

定
め
、
保
険
税
を
賦
課
・
徴
収
し

ま
す
。被

保
険
者
証
に
つ
い
て

　
平
成
30
年
４
月
か
ら
９
月
ま
で

は
、
現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
被
保

険
者
証
が
使
用
で
き
ま
す
。

　
10
月
か
ら
は
新
し
い
被
保
険
者

証
が
市
か
ら
交
付
さ
れ
ま
す
。

高
額
療
養
費
の

 

多
数
該
当
に
つ
い
て

　

高
額
療
養
費
の
多
数
該
当
は
、

過
去
12
カ
月
以
内
に
高
額
療
養
費

の
支
給
が
４
回
以
上
あ
っ
た
場
合

に
自
己
負
担
額
が
引
き
下
げ
ら
れ

　
国
民
健
康
保
険
は
現
在
、
市
町

村
そ
れ
ぞ
れ
が
保
険
者
と
な
っ
て

運
営
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
30
年

度
か
ら
は
県
と
市
町
村
が
共
同
保

険
者
と
な
り
運
営
し
ま
す
。
県
は

財
政
運
営
の
責
任
主
体
と
し
て
、

安
定
的
な
財
政
運
営
な
ど
の
中
心

的
な
役
割
を
担
い
、
制
度
の
安
定

化
を
図
り
ま
す
。

　
県
は
、
市
町
村
ご
と
の
医
療
費

お
よ
び
所
得
水
準
な
ど
に
応
じ
た

「
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
」

の
額
を
決
定
し
、
市
町
村
が
支
払

い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
は
市
町
村
に
対
し
、

「
保
険
給
付
費
等
交
付
金
」
を
医

療
費
な
ど
に
必
要
な
費
用
と
し
て

交
付
し
ま
す
。

保
険
税
の
賦
課
・
徴
収

　
こ
れ
ま
で
は
、
市
町
村
ご
と
に

　
町
会
・
自
治
会
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
し

て
、
人
と
人
と
の
「
絆
」
を
つ
く

り
、「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
の

場
を
つ
く
る
こ
と
の
で
き
る
最
も

身
近
な
団
体
で
す
。

　
町
会
・
自
治
会
に
参
加
す
る
こ

と
に
よ
り
、
日
頃
か
ら
近
く
に
住

む
皆
さ
ん
と
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
す
る
こ
と
で
、
日
常
の
生
活
が

豊
か
に
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
災

害
な
ど
の
非
常
時
に
お
い
て
も
頼

り
に
な
る
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。

　
特
に
災
害
時
に
は
大
き
な
力
を

発
揮
し
ま
す
。
実
際
に
阪
神
淡
路

大
震
災
で
は
、
倒
壊
家
屋
に
閉
じ

込
め
ら
れ
て
助
け
ら
れ
た
人
の
約

８
割
が
近
隣
住
民
に
よ
り
救
助
さ

れ
て
お
り
、
東
日
本
大
震
災
で
は
、

避
難
所
の
運
営
な
ど
に
お
い
て
、

「
地
域
の
絆
」
に
よ
っ
て
、
被
災

者
同
士
が
助
け
合
い
、
被
災
後
の

復
興
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
他
、町
会・自
治
会
で
は
下

図
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。市

の
取
り
組
み

　
市
で
は
、「
八
潮
市
町
会
自
治
会

へ
の
加
入
及
び
参
加
を
進
め
る
た

め
の
条
例
」を
施
行
し
、
町
会・自

治
会
へ
の
加
入
を
勧
め
て
い
ま
す
。

　
町
会
・
自
治
会
へ
の
加
入
案
内

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
・
配
布

や
、
転
入
し
た
方
へ
町
会
・
自
治

会
へ
の
加
入
を
勧
め
ら
れ
る
よ
う
、

埼
玉
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
埼

玉
東
支
部
、
町
会
・
自
治
会
長
で

構
成
さ
れ
る
八
潮
市
町
会
自
治
会

連
合
会
、
市
で
協
定
を
締
結
し
、

店
頭
で
設
置
・
配
布
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
日
常
の
安
全
・
安
心
の

た
め
に
、
草
加
警
察
署
お
よ
び
八

潮
市
町
会
自
治
会
連
合
会
、
市
で

協
定
を
締
結
し
、
犯
罪
な
ど
の
情

報
を
町
会
・
自
治
会
へ
提
供
し
て

い
ま
す
。

町
会
・
自
治
会
に

 

加
入
す
る
に
は

　
町
会
・
自
治
会
へ
の
加
入
を
希

望
す
る
場
合
は
、
直
接
町
会
・
自

治
会
に
申
し
込
む
か
、
市
民
協
働

推
進
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

４
月
か
ら

国
民
健
康
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
す

町会・自治会の主な活動

町
会
・
自
治
会
加
入
促
進
月
間

つ
な
が
り
育
て
る
地
域
の
力
〜
町
会
・
自
治
会
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
〜

町
会
・
自
治
会
の

 

役
割
・
主
な
活
動

　
国
民
健
康
保
険
の
運
営
が
市
町
村
ご
と
か
ら
、
県
と
市
町
村
の
共
同
運
営
と
な
り
ま
す
。

物
国
保
年
金
課
☎
奮
２
１
４

　
市
で
は
、
毎
年
３
月
か
ら
４
月
ま
で
、
町
会
・
自
治
会
加
入
促
進
月
間
を
設
け
、
町
会
・
自
治
会
活
動
の
展
示
や
未
加
入
者
へ
の
参

加
・
加
入
の
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

物
市
民
協
働
推
進
課
☎
奮
３
２
８

　ご近所同士が、普段からふ
れあい（交流）を持てる事業
を行っています。
　非常時には、顔見知りがい
るというだけで安心感が生ま
れます。
・夏まつり
・グラウンドゴルフ大会
・親睦旅行（日帰り旅行）など

　町会・自治会では災害時に
助け合えるよう、自主防災組
織を結成しています。
・防災訓練（初期消火・炊き
出しなど）

・災害時に手助けが必要な方
の把握や避難の協力

・避難所の開設・運営
・災害時の食料や資機材の保
管・管理など

　空き巣や路上での犯罪など
を防ぐために活動しています。
・防犯灯の設置や管理
・夜間防犯パトロール
・交番情報のお知らせなど

　地域に密着した情報を発信
しています。
・市からの情報の回覧や掲示
など

　誰もが地域でいきいきとす
こやかに暮らせるように活動
を行っています。
・子どもたちの登下校時のパ
トロール

・障がいのある人や高齢者の
見守り活動など

　自分たちの住むまちを美し
く保ち、住みやすく快適な環
境作りを行っています。
・道路・水路・公園などの清
掃活動

・地域の花植え活動
・ゴミ集積所の管理など

やさしいまちに住
みたい（ふれあい）

いざという時のた
めに（防災）

安心して暮らした
い（安全・安心）

地域の情報を知り
たい（情報の提供）

いきいきと暮らし
たい（すこやか）

きれいなまちに住み
たい（きれいで快適）


